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「非線形科学と統計科学の対話j
パラメーターも解析的に求めることができた.そこで、わかったことは以下の点である.
-位相オーダーを最適化した結合パターンと振動子オーダー最適化のパターンは異なる.
・平均場結合と比較して，何れの最適パターンにおいてもオーダー出現の臨海結合強度がゼロ
である.
すなわち，振動数の同期を見るのか，位相差がなるべく少なくなるようにするのか，最適な結合パ
ターン註異なることがわかった，
第二の手法として，マルコフ連鎖モンテカルロ法(説明C) を用いて確率的に大域探索するというア
プローチをとった.MC副Cは高次元の複雑な分布に対しても，その分布に従う状態を効率よくサンプ
リングすることができるため，無数の結合ネットワークのパターンの中から効率的に同期に最適な
結合パターンを探索することができる.結果.MCMCによる確率的な大域探索によって得られた最適
解が，理論解とほぼ同じ傾向であることがわかった.また，解析では得られなかった他の大域的最
適解を見つけることもできた.さらに，エントロビーなどの指標を求めることで，そのような最適
解の実現の容易さを定量的に示すことができる可能性があり，さらなる研究を進めている所である.
詣詐:この研究は，京都大学靖報学研究科の吉井義裕氏，大阪大学理学研究科の茶碗谷毅氏，統計
数理研究所の伊庭幸人氏との共同研究である.
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